
第２期ミナレク運動

事業展開方針

〇現役世代（30～50代）のレクへの
参加促進、担い手育成
（現役世代（30～50代）へのアプローチ）

・誰もが気軽にできるレクを活用し、ス
ポーツを楽しむきっかけ作りを推進

・30～50代のレクへの参加促進を図った
うえで、レクの担い手として育成

・ミナレクコーディネーターを配置し、市町
村レク協会の負担軽減を図る

〇「ぎふモーニングプロジェクト」との
相互乗り入れ
（ねんりん世代へのアプローチ）

・「ぎふモーニングプロジェクト」を活用し、
ねんりん世代に対し、更なるレクの普及

  拡大を図る
・岐阜県レクリエーション協会と連携し、
「ぎふモーニングプロジェクト」の展開を
全県で積極的に支援

〇医療分野との連携
（医療分野の専門職へのアプローチ）

・医療分野と連携したレク教室の開催
・医療分野でレクを活用してもらう機会を
創出

－Ｒ８県施策－

・全ての県民が健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会を実現するため、健康施策を統括する部門（県健康

福祉部 健康推進課）を設置し、新たな体制の下、健康寿命の延伸につながる取り組みを一体的に進める。

健康寿命延伸に向けた取組の一体的な推進

「ぎふモーニングプロジェクト」の推進 健康経営事業の推進「ミナレク運動」の推進

健康寿命の延伸につながる取組として更に推進するとともに、担い手の育成など持続可能な体制を構築

など
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・ねんりんピック岐阜2025の成果をレガシーとして継承 ・人口減少・地域のつながりの希薄化などの社会課題に対応

・「ミナレク運動」を次の段階へ発展させる共通の指針 ・レクリエーションを日常生活に根づかせるための中期計画

『レクリエーションを日常化し、健康長寿社会を実現する』

レクリエーションを通じて、「体・心・頭の健康づくり」、「人と人との
つながりの創出」、「健康長寿社会の実現」に貢献する。
新ミナレク運動の定着、人材育成と持続可能な環境づくり

～ミナレク運動が日常になる岐阜2030～

・県民が日常的にレクリエーションに親しむ社会

・世代や立場を超えたつながりが自然に生まれる地域

【計画策定の背景・位置づけ】

【目的<ミッション>】 【中期展望＜ビジョン＞2030年の姿】

【重点項目＜キーポイント＞】

１ 普及拡大
レクフェスなどあらゆる場面を通じてレクに触れる
機会を増やし、生活の中に自然に広げていく

２ 次の世代につなぐ仕組みづくり
高校生・大学生や現役世代の担い手を育て、
世代を超えて活動が続く体制をつくる

３ 組織の基盤強化と環境整備
調査研究や情報発信、用具貸出しなどを通じ、
活動しやすい環境と安定した組織運営を進める

４ インテグリティの推進
安全・安心で信頼される活動環境を守り、
ガバナンスとコンプライスを徹底する

第２期ミナレク運動



第２期ミナレク運動

中長期計画2026-2030 実施内容

【1 レクリエーションの普及拡大】
〇レク指導者派遣の実施
・<新>喫茶店へ派遣
・<拡>全市町村へ派遣

〇ぎふレクリエーションフェスティバル
・<変>ミナレク広場の開催
・<拡>交流大会を４０会場以上実施
・全市町村で開催
・<新>ぎふモーニングプロジェクトと連携

【2 次の世代につなぐ仕組みづくり】
〇高校、大学生の育成
・<拡>大学生や高校生を対象とした講習等を開催
・課程認定校の拡大

〇市町村レク協会の担い手強化
・ミナレク運動推進リーダーの育成
・<新>ミナレク運動推進マスターリーダー

（レクリエーション・インストラクター）の育成
・<新>種目団体の指導者や会員等の養成支援

【3 組織の基盤強化と環境整備】
〇調査研究の蓄積
・<新>レクの効果検証に関する論文や発表等

〇レクのすそ野拡大
・レク用具貸出しの充実
・<拡>ＳＮＳ配信の強化

〇加盟団体、岐阜県レク推進団体の拡充
〇賛助会員の拡充

【4 インテグリティの推進】
〇ガバナンスの強化
・スポーツ団体ガバナンスコードの強化
・<拡>加盟団体対象コンプライアンス研修の実施
・<新>プライバシーマークの取得

〇暴言暴力、ハラスメントの根絶
・<新>加盟団体や指導者等へアンケート等の実施
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